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高血圧自然発症ラットの血圧に及ぼす塩素イオンの影響
国立健康・栄養研　○辻　啓介、実践女大家政　中川靖枝、
聖霊女短大家政　出雲悦子、松山東雲女大人文　永井輛江

　目的　食塩の摂取が高血圧の発症に深い関わりを有することは、既に種々な報告が
ある．一方、カリウムを多く摂取すると高血圧性脳血管系疾患の進展を予防すること
が示唆されている．しかし、陽イオンのナトリウムとカリウムの血圧への影響につい
ては単独、あるいは両者の比率について種々検討されているが、これらと結合してい
る陰イオンの塩素についての研究はまだそれほど行われていない．そこで塩素イオン
に対し、炭酸イオンを対照にして高血圧自然発症ラット（ＳＨＲ）の血圧に与える影
響について検討したので報告する．
　方法　実験動物には1 o週齢雄性SHRを用いた．基本飼料としては日本クレアの
粉末飼料ＣＥ－２をベースとして、ナトリウム塩あるいはカリウム塩を添加した．2
種の塩はいずれも塩化物あるいは炭酸塩とし、等量のナトリウムあるいはカリウムに
調整した．1群５頭で２～３週間飼育した．飼料は蒸留水と共に自由摂取とし、血圧

は１週おきにラット尾動脈圧測定装置PS-100にて非観血的に測定した．ラットを代
謝ゲージに入れ. 2日間の尿、糞を採取した．ミネラルは原子吸光法で測定した．
　結果　実験開始時の血圧は平均200～230niniHgであった. 2％塩化ナトリウムと炭酸
ナトリウムの比較では血圧にほとんど差異はなかった．カリウム塩での比較では2％、
4％と塩化カリウムの飼料添加量を増すと、炭酸カリウム群よりも有意に高い血圧差
が認められたが、次の週では２群間にその差は消失した．したがって、塩素のSHR
の血圧への影響は一時的なものとみなされた．

2･Ep－ 3　秋田における食物摂取状況とNa／ Ｋ 比

　　　　　聖霊女短大｀　　○出雲悦子　　松本祥子

　　　　　国立随・栄研　辻　啓介　　実践女大家政　中川嫡枝

　　目的　高血圧症は循環器疾患の中で最も受療率が高く。その予防および治療についての

関心は非常に高くなっている。我が国の高血圧の発生要因として食塩の週剰摂取が重視布

れ、その対策の一つとしてNaの摂取を抑制し、Kの摂取を増すことが望まれている。しか

し、国民栄養鯛査によれば、依然としてNaの摂取量が多く、特に東北地方に多い状態であ

る。そこで、東北に住む人々の食物摂取とNa／ Ｋ比を鯛査し、国民1人１日当たりの食事

のHa／ Ｋ 比と比較することによ｡リ、高血圧予防の一助にしたいと考えた。

　方法　国民1人１日当たりの食事のNa／ Ｋ比は、国民栄養鯛査による食品群別摂取量よ

りNa, Kの摂取量を算出して求めた。秋田県住民の食事のNa／ Ｋは、平成元年, 2年６月

および５年11月に、国民栄養調査で用いられている様式に準じて連続3日間自記式で食物

摂取状況調査を行い計算によリ求めた。

　結果　国民1人１日当たりの食事のNa／ Ｋ比は昭和48年2.37, 43年1.80, 50年1.60,

58年1.47, 61年1.81, 83年1.77,平成元年1.77, 2年1. 78であり、東北地城では、昭和63

年2. 20.平成元年1｡95, 2年2. 05であった。秋田県の女子大丿生では平成元年2.28, 2年

2. 04で、東北地域は全国に比ぺて高い'傾向であった。秋田に&. ti女子大生の食事のNa／ Ｋ

比が3. 0以上のものが2 0%, 4 . 0以上のものが5 %であったことから、今後、血圧と食事の

Na／ Ｋ比の関連を調べることにより、東北に住む人特に若い人々に適切なNa／ Ｋ比の食事

を摂取するための食事指導に役立てたいと考え･ている。
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